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知事 ：ちなみに、サッカーを始めたきっかけは何ですか。
稲森 ：僕は兄の影響で、小学２年生のときに始めました。
野垣内：僕は近所のお兄ちゃんがサッカーをしていて、かっ

こいいなと思い、小学２年生のときに始めました。
知事 ：それから今でも続けているんですね。県では、

2021年の「三重とこわか国体・三重とこわか大
会」に向けて、サッカーを含めたスポーツの魅力
を県民の皆さんに知っていただきたいと思ってい
ます。お二人は普段、試合以外で何か活動をされ
ていますか。

稲森 ：サッカースクールで子どもたちを指導しています。
また県内の幼稚園や小学校に巡回指導に行き、子
どもたちにスポーツやサッカーの楽しさを伝えて
います。

知事 ：子どもたちへの指導で心掛けていること、大切に
していることは、何でしょうか。

稲森 ：サッカーだけではなくて、いろいろなスポーツに
ふれて、身体を動かす楽しさを知ってもらえるよ
う心掛けています。

野垣内：僕もサッカースクールのコーチをしています。小
さい子たちが多いので、まずサッカーを楽しんで
ほしいと、ボールに触れてもらうことを心掛けて
います。

知事 ：サッカーをはじめ、スポーツは、がんばって取り
組むことで、目に見える形で達成感を感じること
ができますよね。子どもたちにとっては自己肯定 
感が高まり非常にいいことですね。お二人には（子
どもたちへのサッカー指導を）これからも続けて 
ほしいと思います。
続いて、お二人のこれからの目標やスポーツを通じ
て伝えたいことは何でしょうか。

稲森 ：一番の目標は、Jリーグに昇格することです。ただ
結果を残すだけじゃなくて、地域の方々や応援に来
ていただく多くの方とともに上をめざしたいと思い
ます。

試合は、ヴィアティン三重が見事、4-1で勝利！

ヴィアティン三重では、スポーツでの地域活性化や地
域の皆さんの健康を願い、幼稚園･保育園、小学校、
スポーツ少年団を中心に、サッカー巡回教室など、さ
まざまなスポーツスクールを開催しています。スポー
ツを通して三世代が交流するコミュニティの場として
県全体にスポーツの魅力を広げています。
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野垣内：僕も三重県にJリーグチームを作りたいという気
持ちが強いですね。そのために、このチームに入
りましたし、みんなと力を合わせてよい結果を出
し、三重県全体を盛り上げたいと思います。

知事 ：私たちも三重県から一日も早くJリーグのチーム
ができるように、しっかりと応援したいと思いま
す。また、３年後に「三重とこわか国体・三重と
こわか大会」もあるので、一緒になってがんばっ
ていきましょう。

稲森・野垣内：はい。がんばります。
知事 ：ありがとうございました。

お二人は、Ｊリーグへの昇格を果たして三重県全体を盛
り上げていきたいと夢を語ってくれました。

会場の皆さんが一丸となって選手を応援！ 選手もその思いに応え、最高に盛り上がりました！

観客席で声をからして応援しました。



4
平成30年県政だよりみえ11月号より

※インタビューの内容は、読みやすさの観点から一部要約等を行っています。
※記載内容、写真の無断転載を禁じます。
※内容に関するご意見・お問い合わせは、三重県戦略企画部広聴広報課まで
〒514-8570 三重県津市広明町13 ☎ 059･224･2788 FAX 059･224･2032 E-mail koho@pref.mie.jp


